
子育てなごや�

地域の人がつながり、親子がいきいきと暮らせる社会へ�

名古屋市南区�

1. 親子同士の交流を図り、子育て中の孤立感や負担感を軽減するため、未就
園児とその親が気軽に通える場所『コミュニティハウスmomo』を開き、子育
てに関する相談や情報提供を行っている。また、大人数で過ごすことが苦手
な未就園児を対象に『子育てハウスそらまめ』も設ける。�

2. 子育て中の親の閉塞感の解消や心身のリフレッシュのため、未就園児の一
時預かりを実施。その他活動の詳細についてはホームページ参照。�

現代表は、愛知県が2003年から緊急雇用対策事業として始めた未就園児とそ
の親が集う「子育て広場」のスタッフをしていた。その事業の終了後、そこに来
ていた親たちから「子育て広場を再開してほしい」という強い要望があり、団体を
つくり「子育て広場」を再開することを決意。「地域には親同士が出会う場所が
なく、孤独を感じている親は多く存在する。この活動を通して、日常的にコミュニ
ケーションがある地域をつくりたい」と代表は言う。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員6人�
ボランティア15人�
会員25

構成人員�

募 集 中 ！ �
1.一時預かりで来ている就園前の子どもと遊
ぶボランティアを募集中。地域の人たちに子ど
もたちの存在を当たり前と感じてもらえるように、
子どもたちと一緒に外に出て地域の人に話し
かけるなど、地域に働きかけを行っている。2.地
域交流イベントができる野外の場所を提供して
くれる法人・個人を募集中。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年6月15日�
子どもの健全育成�
まちづくり�

概要�

連絡先�

〒457-0863 名古屋市南区豊1-38-23

052-698-3556�
平日・土　9:00～17:00　※祝除く�
052-698-3556�
info@kosodate-nagoya.com�
http://www.kosodate-nagoya.com/

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL



こどもNPO

子どもが参画できる社会の実現を目指す�

名古屋市緑区�

子どもが主体性をもち、自らの責任で行動し、自然や地球、人 と々の協働体験の
中から成長することを支援するとともに、まちづくりや環境改善活動などさまざま
な分野での子どもの社会参画の実現を目指している。拠点のひとつ『ピンポン
ハウス』では、乳幼児親子対象の「なごやつどいの広場」、学童期・青年期の子
どもたちが集う「フリースペース」などを運営し、主体性を育むさまざまな活動に取
り組んでいる。社会参画につながる「根っこ」を育む活動を大切にし、子どもたち
と一緒にやりたいことを一つひとつ実現していくことに取り組んでいる。�

「ひとりの市民として子どもたちが、自分やコミュニティの未来を創ることに、主体
的に参画できる社会を実現したい」という思いから活動がスタート。それぞれの活
動拠点は「子どもの社会参画」をテーマとした子どもの居場所となっている。「自
由な時間の中で、やりたいことを見つけてそれを実現する力は、さまざまな実体験、
とりわけ遊びの体験の中で培われていくもの」と事務局長は語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員22人�
ボランティア10人�
会員31

構成人員�

募 集 中 ！ �
スタッフ、ボランティアを募集中。「子どもたちが、
さまざまな経験を通してやりたいことを自ら獲得
できる力を培い、社会とのつながりを感じていけ
るような機会をつくりたい」という思いに賛同す
る人はぜひ連絡を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2001年3月28日�
子どもの健全育成�
社会教育、男女共同参画�

概要�

連絡先�

〒�

052-896-4295 月･水・木・金 10:00～15:00�
 土・日 13:00～17:00�
052-896-4295�
office@kodomo-npo.or.jp�
http://www.kodomo-npo.or.jp

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL

458-0038 名古屋市緑区作の山町6



こどもNPO南の星�

地域の子どもの健やかな成長を応援したい�

名古屋市南区�

戦後まもなくから現在まで、南区の子ども会活動を支援する団体として活動を続
けている。主な開催行事はサマーキャンプ、ウォークラリー、区民祭り、児童館祭
りなど。なかでも長年に渡って行っている、複数の児童が1枚の絵を一緒に創作
する『合作画コンクール』や南区内の子ども会が集まり全体で交流する『友情
のともし火交歓子ども会』は、独自の行事として内外からの評価も高い。�

1952年の「児童憲章」制定の前後から、全国で子ども会結成の機運が高まった。
その頃、南区の児童健全育成を目的に結成されたボランティア組織が前身である。
以来約60年、地域の子ども会を支援してきたが、現代の子どもたちと親の状況
に合う活動をしていきたいと法人化。「今の子どもたちは、思いやりや仲間との
絆の大切さが失われている。子どもたちの健やかな成長を応援し、よりよい地域
社会を築いていきたい」と代表は語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員0人�
ボランティア17人�
会員14

構成人員�

募 集 中 ！ �
南区の子どもたちのために、団体の活動を手
伝ってくれるメンバーを募集している。子どもが
好きで一緒にいろんな行事を楽しみたい、成長
をサポートしたいという人や活動に興味のある
人はぜひ連絡を。寄付や物品の提供も募集し
ている。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2011年9月9日�
子どもの健全育成�
社会教育、男女共同参画�

概要�

連絡先�

〒�

090-4850-6877 常時�
052-612-0209�
t.noguti@nifty.ne.jp�
－�

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

457-0834 名古屋市南区港東通2-31�
第一富士マンションＡ棟703



こどもサポートネットあいち�

力ある社会的養護職員を養成する�

名古屋市北区�

2011年度までは『大学生・施設職員対象の児童福祉施設職員養成講座』を開催。
内容は、児童福祉に関する講義や実践のほか、一般の子どもや施設で暮らす子
ども、発達障害をもつ子どもたちのキャンプにスタッフとして参加する。また、近年
施設に発達障害をもつ子どもが増えているため、発達障害を専門に学ぶ『発達
支援実践講座』も開催。2012年4月からは里親・ファミリーホーム職員の養成も
含めた講座を開催する。詳しくはホームページ参照。�

大学の授業で得られる知識は広く浅いものであり、また現場の実態を十分に把
握できていない教員もいるため、就職した際に大学で学んだことがあまり役に立
たないこともある。児童指導員の職を経て大学で児童福祉についての指導にあ
たっていた代表がそのことを痛感し、児童福祉分野をより深く学ぶ場をつくるた
め団体を設立。学生たちが将来児童福祉の現場で長く活躍することができるよう、
力をつけられる場の提供を今後も続けていくとのこと。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員25人�
ボランティア30人�
会員100

構成人員�

募 集 中 ！ �
会員を募集中。会員には年間3～4回会報が
送られ、活動報告やイベント情報が得られる。
そうした情報を得て、イベントにもぜひ参加して
ほしいと呼びかけている。会費は学生会員が年
間1,000円、一般会員は年間3,000円、賛助会
員は年間10,000円。団体の活動に賛同し、会
員となって応援したいという人はまず電話を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2008年6月6日�
子どもの健全育成�
保健・医療・福祉、人権擁護・平和推進�

概要�

連絡先�

〒�

052-912-7101 土・日　9:00～18:00�
052-912-7101�
kodomospnaichi@mediacat.ne.jp�
http://www.kodomosp.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

462-0058 名古屋市北区西志賀町5-13-1



子どもセンター「パオ」�

傷ついた子どもを守り、社会に出ることを支援する�

名古屋市東区�

虐待などで家庭に居場所のない子どもたちを保護するシェルター『丘のいえ』を
運営している。対象は10歳から19歳までの女性のみ。場所は非公開で、シェル
ターでは安全・安心に過ごすことができ、心の傷を癒すことができる。またシェル
ターを出てもすぐに社会に出て働くことが難しい子どもを対象にした「ステップハ
ウス」を運営し、通学や趣味などを通して社会に関わり、自立するための「生きる
パワー」をつける場と時間を提供している。�

虐待を受けた子どもの中でも心の傷が深く大人数で生活ができない場合、児童
相談所の一時保護所での生活に馴染めないことも多い。彼らを弁護士が自宅
またはホテルで保護したこともあり、シェルターの必要性が高まったことで団体を
設立した。強風からモンゴルの人 を々守る組み立て式の家「パオ」のように、傷
ついた子どもが安心して心身を癒せるよう守り、子どもが自立して社会に出ること
ができるよう支援している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員4人�
ボランティア50人�
会員300

構成人員�

募 集 中 ！ �
同団体は個人・企業の寄付や助成金で運営さ
れている。虐待に苦しむ子どもたちのための寄
付を募っている。また、今後ステップハウスで子
どもたちが地域の人 と々共に学べる講座を開く
ことを考えている。特技を活かし、子どもたちに
マッサージを施したり、勉強・絵・ボイストレーニ
ングなどを教えてくれるボランティアも募集中。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2006年12月20日�
子どもの健全育成�
社会教育、人権擁護・平和推進�

概要�

連絡先�

〒461-0001 名古屋市東区泉2-22-17　ゑむづビル2Ｆ�
　　　　　  高橋直紹法律事務所内�

052-931-4680　平日　9:30～17:00�
052-931-4680�
info@pao.or.jp�
http://www.pao.or.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



子ども＆まちネット�

子どもの声を聴き、子どもにとって最善の子育て支援を�

名古屋市千種区�

1. 子どもにやさしいまちづくりの実現のため、ユニセフが掲げる9つの基準をクリ
アするべく研究会を開催。�

2. 仕事体験やお金の流れを理解する講座など、自立に向けた体験活動を実施。�
3. 穴掘りや木工、ペンキ塗り、泥あそびなど、「危険」「汚れる」といった理由で
親が敬遠しがちな外遊びの機会を公園で提供。子どもの自由な遊びの保障と、
大人が「子どもを見守る」という姿勢を身につけることを目的としている。�

子育て支援団体のつながりがないと感じていた代表と、「子どもが健やかに育つ
地域」をテーマに調査・研究していた4人が意気投合し、団体を設立。団体同士
を知る活動から始まり、活動の中で支援の手が薄いと感じた部分の担い手とし
て活動を広げた。「子育て支援は大人の思い込みでつくられていることが多い。
子どもにとって最善の支援のため、子どもの声を聴き、大人が変わることが必要」
と代表は語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員3人�
ボランティア10人�
会員79

構成人員�

募 集 中 ！ �
子育ての悩みを抱える親がほっとひと安心でき、
子どもへの接し方を学べる広場を開設しており、
そこに遊びに来る親子を自然な気持ちで迎え
てくれるボランティアを募集している。また外遊
びで子どもと一緒に楽しんで遊ぶボランティアや、
『子どもにやさしいまちづくり研究会』の参加者
も募集中。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年7月14日�
子どもの健全育成�
社会教育、まちづくり�

概要�

連絡先�

〒�

052-768-5914 10:00～16:00�
052-768-5914�
komachi-net@nifty.com�
http://komachi-111.com

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

464-0076 名古屋市千種区豊年町3-18�
都通団地1-111



このゆびとまれ�

子どもたちの成長を支援し、地域の絆をつなぐ要となる�

名古屋市昭和区�

1. 学童保育を2ヶ所で運営。学童保育とは、自宅に保護できる大人がいない児
童が、放課後に遊んだりおやつを食べたりしながら迎えが来るまで安全に過
ごす場である。子ども5人に対し1人くらいの割合で指導員がつく。�

2.『子ども環境塾』を開催。子どもたちに炭焼きや田植え、稲刈りなど自然体験
の機会を提供し、緊急性が高く、これからの未来を担う子どもたちにとって大
切な課題である環境問題に関する学びと実践の場をつくっている。�

学童保育は全国的には行政の運営だが、名古屋市では民間の運営に助成金
がつくのみで、職員の雇用や土地の賃貸に関する責任は保護者が負う。「子ど
もは社会全体の財産であるにも関わらず、その時たまたま居合わせた保護者が
その責任を負うのは重すぎる」との思いからNPOとして運営を支援するため団体
を設立。大人がみんなで子どもを見守る地域をつくり、親子・子ども同士・親同士・
地域の絆をつなぐ要となることを目指し活動中。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員16人�
ボランティア40人�
会員100

構成人員�

募 集 中 ！ �
「もっと学童保育に関心を寄せ応援してほしい」
と呼びかけている。イベントボランティアは随時募
集中。「放課後に学校の教室で学習指導をする
トワイライトスクールは学童と同様に考えられるこ
とが多いが、第二の家のように子どもを守る学童
保育とは性質が異なるため、理解した上でどちら
を利用するか選択してほしい」と職員は語る。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2003年5月2日�
子どもの健全育成�
環境保全、男女共同参画�

概要�

連絡先�

〒�

052-852-6393 平日　11:00～19:30�
 土　　  8:00～19:30�
052-852-6393�
info@konoyubitomare.org�
http://www.konoyubitomare.org/

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL

466-0845 名古屋市昭和区戸田町2-27



食育推進ネットワーク�

「食育料理教室」を通してコミュニケーションを促進 

名古屋市緑区�

食への関心を高めたり、家庭でのコミュニケーション促進を目的に、次のような「食
育料理教室」を開催している。1.幼稚園・小学生を対象にした『子どもの食育教室』
（名古屋市・岡崎市）。2.保育士を目指す短期大学保育科の学生を対象にした『食
育教室』。3.中高年男性を対象にした『男の料理教室』。その他、田植えや稲
刈りといった農業体験や、ミカン狩りなどのイベントも開催している。�

代表が自身の子どもや周りの子どもたちと接する中で、一人ひとり違うメニューを
食べている子や、一人で食べている子に出会うことがあった。そんな子どもの「個
食」や「孤食」の問題を解決しようと、同団体を設立。素材の味を活かした手作
りの料理は「おいしい」、自分で料理を作ることは「楽しい」、誰かのために食事
を作り、喜んでもらえると「うれしい」、生き物の命をいただくことは「きびしい」という、
「4つの体験」を大切にし、活動している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員3人�
ボランティア12人�
会員46

構成人員�

募 集 中 ！ �
『子どもの食育教室』『男の料理教室』の参
加者を募集中。受講料は2,000円程度。また、
同団体と一緒に活動してくれる運営スタッフも
募集している。詳細については問い合わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2006年9月1日�
子どもの健全育成�
社会教育、消費者保護�

概要�

連絡先�

〒�

052-625-0890 19:00～22:00�
052-625-0890�
mikigsan@par.odn.ne.jp�
－�

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

459-8001 名古屋市緑区大高町下塩田40



チャイルドラインあいち�

子どもの人権が尊重される社会をつくりたい�

名古屋市南区�

1. 18歳までの子どもを対象とした無料電話相談室を開設。利用者は悩みごとを
相談するだけでなく、何となく話したい時などいつでもかけることができる。�

2. 電話相談を受けるボランティアの養成講座を開催。子どもの気持ちをありの
まま受け止めるために、約50時間のトレーニングを通して大人の価値観をもた
ずに向かい合うことを教える。�

3. 報告書の発行やシンポジウムの開催によって、子どもが生き難い社会である
ことを社会に知らせる活動を行う。�

団体設立の背景には、当時社会問題になっていたいじめ自殺の問題がある。「子
どもが生きにくい社会を何とかしたい、子どもが悩みをはき出すことで問題解決の
糸口が見つかるかもしれない」と思い、無料で子どもがかけられる電話室を開設。
電話の受け手は、説教やアドバイスをせず、子どもと同じ目線に立ち、一緒に社
会を見るよう心掛けている。「子どもが自分で考えて自分の人生を生きることがで
きるようになってほしい」と代表は言う。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員3人�
ボランティア100人�
会員120

構成人員�

募 集 中 ！ �
子どもがかける電話の『受け手』ボランティアを
募集している。電話室は、毎週月・火・土曜日と、
第4日曜日の午後4時から9時まで開設。おおむ
ね月2回程度、各自が都合のよい曜日・時間（シ
フト制）に入る。受け手になるには養成講座の
受講が必須となる。活動内容や養成講座につ
いてもっと知りたい人はホームページ参照。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年10月15日�
子どもの健全育成�
人権擁護・平和推進�

概要�

連絡先�

〒457-0007 名古屋市南区駆上1-9-24

052-822-2801　月・水・金　10:00～16:00�
052-822-2801�
info@cl-aichi.net�
http://cl-aichi.net/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



東海・非行と向き合う親たち‐ひまわりの会�

更生を支え、子どもから信頼される社会に�

名古屋市昭和区�

子どもの非行に直面した親たちが集まり、お互いの悩みや苦しみを語り合って支
え合う『例会』を月に1度開いている。また非行経験のある若者や専門家を講師
に招いて、「なぜ非行に走るのか」を考える学習会を開催。非行から立ち直る道
筋や必要な支援を考え合い、現在非行に走っている子どもたちとの関わりを大
切にしながら、立ち直りを支援する活動も積極的に行っている。なお、子どもの問
題行動や非行に関する電話相談はいつでも対応可能。�

「子どもの非行に直面した親は、その悩みを打ち明けられず、一人で深く悩んで
いることが多い」と井上理事長。だからこそ苦しみを吐き出す場が必要と考え、
団体を設立。以来10年以上、活動を続けている。今では、非行から立ち直った若
者やその親が世話人として残り、自分たちの経験を活かして会員のよき相談相
手に。さらに少年犯罪の付添人を務めるなど、活動を深化させながら「子どもの
過ちを許し、立ち直りを支える社会」を目指す。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員7人�
ボランティア0人�
会員136

構成人員�

募 集 中 ！ �
無料電話相談や個別面談を毎日実施。「子ど
もの非行に一人で悩まないで、ぜひ連絡を。また、
更生には周囲の大人や地域の力も必要なため、
講演会、講座、例会は誰でも参加可能。一人
でも多くの人に非行について知ってほしい」と
参加を呼び掛けている。なお、例会は愛知と三
重で開催。詳しくはホームページを参照。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2009年6月26日�
子どもの健全育成�
－�

概要�

連絡先�

〒�

052-741-1505 常時�
052-741-1505�
misatoyo@me.ccnw.ne.jp�
http://himawarinokai.blog85.fc2.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

466-0064 名古屋市昭和区鶴舞3-8-10


